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全47都道府県幸福度ランキング 地域の持続性調査（うち幸福度）

80の指標を比較
①基本指標 （５指標）・・・人口増加率、
一人あたり県民所得、財政健全度など
②分野別指標（５分野×10指標）
【健康】生活習慣病受療者数、健康寿命など
【文化】教養・娯楽支出額、外国人宿泊者数など
【仕事】正規雇用者比率、事業所新設率など
【生活】持ち家比率、待機児童率、道路整備率など
【教育】学力、不登校児童生徒率、社会教育費など
③追加指標（25指標）
※社会動向を踏まえ、これまで毎回５指標ずつ追加
コロナ患者受入病床数、家事の男女負担割合など

各都道府県500人ずつ（15歳以上）の
調査モニターにインターネット調査
「あなたは幸せですか」という問いに対し、
１．とても幸せ ２．少し幸せ
３．どちらでもない ４．あまり幸せでない
５．まったく幸せでない
の５段階で評価してもらう。それぞれ100、
75、50、25、０点を割り当て平均を算出
※幸福度のほか、生活満足度、愛着度、
定住意欲度を調査し、その平均値を「持続
度」として算出

順位[前回順位] 特徴的な分野別の順位
１[１]︓福井県 仕事1、生活4、教育1
２[４]︓石川県 文化3、仕事6、教育4
３[３]︓東京都 文化1、仕事12、教育10
４[２]︓富山県 健康2、仕事3、生活1、教育3
46[46]︓大阪府 仕事45、生活41、教育40
47[47]︓高知県 健康47、生活40

順位[昨年順位] （幸福度（点））
１[１]︓沖縄県 77.4
２[15]︓鹿児島県 75.4
３[２]︓宮崎県 74.9
39[37]︓富山県 68.0
46[45]︓東京都 65.7
47[40]︓秋田県 65.0

総合的な順位同士を比べるだけでは、両者の関係はあまりよくわからないね。
ランキングは面白いし関心を集めるけど、順位の上下で一喜一憂するのではな
く、内容を冷静に捉えるべきだね。

（参考）株式会社ブランド総合研究所「地域の持続性調査」
一般財団法人日本総合研究所「全47都道府県20政令市・48中核市 幸福度ランキング 2022年版」
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誰かが「幸せとはこうだ」と決めて点数をつけるのではなく、あくまで
本人が、自分自身で幸せな状態を定義して、その自己評価を答える。
”わたし基準”で、満たされている状態かどうかを問うんだね。
この考え方は、県のウェルビーイング意識調査でも使っているね。
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日本人の幸福観について、例えば
幸せすぎても怖い、というような感覚も
あり、最高よりも「ほどほど」
「ちょうどいい状態」が理想、
バランスや調和を重視する傾向がある、
とも言われています。
このため、人生をハシゴではなく、
”振り子”と捉えるほうが、日本人にはしっく
りくる、というような意見もあります。
世界幸福度報告でも最新版で、東洋的な
幸福観 ”バランスと調和”を取り上げており、
注目され始めています。

（参考）鶴見哲也・藤井英道・馬奈木俊介「幸福の測定」（中央経済社）
高野翔「ウェルビーイングの概念の自治体政策への適用可能性と課題に関する考察」
石川善樹「フルライフ」（ニューズピックス）
内田由紀子「これからの幸福について」（新曜社）
The Sustainable Development Solutions Network 「World Happiness Report 2022」



日本 6.039（54位／146か国・地域）※2019〜2021の平均値で算出
前回5.940（56位/149か国・地域）

①一人あたりGDP ②社会的支援 ③健康寿命
④人生の選択自由度 ⑤寛容性 ⑥腐敗認識（政府等への信頼度）

※↓主観的人生評価への
寄与を数値で説明

なお、日本が比較的低い②④⑤は次の国際的な調査結果がベースになっています。
②社会的支援…困ったときに、いつでも助けてくれる親戚や友人がいるか
④人生の選択自由度…人生で何をするかの選択への自由度に対して満足しているか
⑤寛容性…この１か月に慈善活動へ寄附をしたか

順位 幸福度 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥
54 日 本 6.039 1.835 1.089 0.866 0.537 0.007 0.218
１ フィンランド 7.821 1.892 1.258 0.775 0.736 0.109 0.534
２ デンマーク 7.636 1.953 1.243 0.777 0.719 0.188 0.532
３ アイスランド 7.557 1.936 1.320 0.803 0.718 0.270 0.191

説
明
要
素

（参考）The Sustainable Development Solutions Network 「World Happiness Report 2022」

ほか残差など



（参考）平成24年度〜令和２年度「県政世論調査」
「新・元気とやま創造計画」（H24）
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順
位 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

1 健康 健康 健康 健康 健康 健康 健康 健康 健康

2 家計 家計 家計 家計 家計 家計 家計 家計 家計

3 家族 家族 家族 家族 家族 家族 家族 家族 家族





調査にあたって意識した３つの観点

※総合的な実感は、現在の実感に加え、過去・未来の評価も行う
→ 時間軸を意識した相対的な評価により、現在の状態を改めて丁寧に

見つめていただくとともに、「持続的な」幸せ、ウェルビーイングをとらえる








